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１．保健福祉システム部会の体制
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保健福祉システム部会の体制 （全体） 2023.3現在

部会長 岩田 淳也（日立製作所）

副部会長 松谷 正俊（ＮＴＴデータ）

副部会長 高月 創人
（キヤノンメディカルシステムズ）

副部会長 林 健一（ＥＭシステムズ）

運営幹事 松原 修（日立製作所）
※保健福祉システム担当

事務局部長 岸本 芳典

地域医療システム委員会保健福祉システム部会

PHR検討タスクフォース

リーダ 金本 昭彦 （Ｂ２ＮＥＸＴ）
リーダ 鹿妻 洋之 （オムロンヘルスケア）

※赤字は２０２２年度新任

健康支援システム委員会

福祉システム委員会

委員長 田中 良樹 （富士通Ｊａｐａｎ）

副委員長 光城 元博 （富士フイルムヘルスケア）
副委員長 新垣 淑仁 （日本電気）
副委員長 柳原 毅志 （富士通Ｊａｐａｎ）

委員長 鹿妻 洋之 （オムロンヘルスケア）

副委員長 井上 裕之（ＮＴＴデータ）

委員長 金本 昭彦 （Ｂ２ＮＥＸＴ）

副委員長 今井 敏彦 （日本電気）
副委員長 川崎 英樹 （日立製作所）
副委員長 坂崎 光章 （富士通Ｊａｐａｎ）

保健福祉システム部会の体制は、３つの委員会と１つのタスクフォースから構成
（※次のページから、３つの委員会について説明）
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保健福祉システム部会の体制 （1/3） 2023.3現在

委員長 田中 良樹 （富士通Ｊａｐａｎ）

副委員長 光城 元博 （富士フイルムヘルスケア）
副委員長 新垣 淑仁 （日本電気）
副委員長 柳原 毅志 （富士通Ｊａｐａｎ）

地域医療システム委員会

医療介護連携WG

リーダ 光城 元博 （富士フイルムヘルスケア）

地域医療連携IHE－ITI検討WG

リーダ 足立 重平 （日本電気）

地域医療連携画像検討WG

リーダ 山口 剛史 （ＧＥヘルスケア・ジャパン）

地域医療連携診療文書標準化WG

リーダ 矢原 潤一 （日本電気）

地域医療連携評価指標検討TF

リーダ 田中 良樹 （富士通Ｊａｐａｎ）
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保健福祉システム部会の体制 （2/3） 2023.3現在
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健康情報技術WG

委員長 鹿妻 洋之 （オムロンヘルスケア）

副委員長 井上 裕之 （ＮＴＴデータ）

リーダ 井上 裕之 （ＮＴＴデータ）

JAHIS-日本HL7協会合同
健康診断結果報告書規格WG

リーダ 井上 裕之 （ＮＴＴデータ）

健康支援システム委員会
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保健福祉システム部会の体制 （3/3） 2023.3現在
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リーダ 岩田 孝一 （日本電気）

委員長 金本 昭彦 （Ｂ２ＮＥＸＴ）

副委員長 今井 敏彦 （日本電気）
副委員長 川崎 英樹 （日立製作所）
副委員長 坂崎 光章 （富士通Ｊａｐａｎ）

後期高齢者WG

リーダ 田中 卓 （富士通Ｊａｐａｎ）

リーダ 大村 周久 （富士通Ｊａｐａｎ）

リーダ 鴻谷 則和 （日立ｼｽﾃﾑｽﾞ）

障害者総合支援WG

リーダ 茶珍 啓一郎 （富士通Ｊａｐａｎ）

リーダ 河野 大輔 （富士通Ｊａｐａｎ）

福祉システム委員会

介護保険事務処理ｼｽﾃﾑWG

国民健康保険WG

介護事業者連携WG

子ども子育て支援WG

リーダ 角 敏幸 （両備システムズ）

保健衛生WG
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２．国の政策動向
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ⓒ JAHIS 2023

2022年6月7日
「経済財政運営と改革の基本方針2022 新しい資本主義へ～課題解決を成長の
エンジンに変え、持続可能な経済を実現～」（骨太方針2022）

【保健福祉システム部会に関連する主な項目】
・データヘルス改革に関する工程表に則りPHRの推進等改革を着実に実行
・オンライン資格確認について、保険医療機関・薬局に、2023 年4月から導入を
原則として義務付けるとともに、導入が進み、患者によるマイナンバーカードの健康
保険証利用が進むよう、関連する支援等の措置を見直し
・「こども家庭庁」の創設、ライフステージに応じた総合的な取組の推進、日本版
DBSの導入、こどもの貧困解消、改正児童福祉法の円滑な施行
・「医療DX推進本部（仮称）」の設置や健康保険証の原則廃止を目指した取
組の推進、良質な医療を効率的に提供する体制を整備

9

国の政策動向（1/3）
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国の政策動向（2/3）

２０２２年１０月１２日
医療DX推進本部 医療DXにより実現される社会

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/iryou_dx_suishin/dai1/gijisidai.html

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/iryou_dx_suishin/dai1/gijisidai.html
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国の政策動向（3/3）

２０２２年６月７日
デジタル庁 デジタル社会の実現に向けた重点計画

https://www.digital.go.jp/policies/priority-policy-program/#document

健康・医療・介護分野については、厚労省より示された方針に沿って進んでいくと想定
されるが、関連システムとの連携等、実現方法についてはデジタル庁における検討を
考慮する必要がある
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３．２０２２年度の取り組み状況
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ⓒ JAHIS 2023

日本医師会 等

ＭＥＤＩＳ－ＤＣ 等

関連工業会・団体

日本人間ドック学会 等

保健福祉システム部会では、国の検討に対応した新たな実証事業、検討会等に参画する
とともに、各種セミナ・講演会・勉強会等を開催し会員への情報提供を実施

委員会・ＷＧ等

保健福祉システム部会

会員会社中央省庁・自治体 等

学会等

ユーザー・団体

行政

ＨＬ７・ＩＨＥ 等

標準化団体

活動状況

国民健康保険中央会 等

審査支払機関

・検討会/委員
会等の委員

・講演/演者

13

対外活動
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（１）厚生労働省第4期特定健診・特定保健指導の見直しに関して、システム改
修WGおよび作業班に委員派遣を行い、見直し事項に関するXMLファイルの
仕様検討を実施
PHRに関して、民間利活用作業班への委員派遣を継続しながら必要な標
準仕様の策定や運用ルールの整備に関する提言を実施

（２）地域医療システムに関する新たな財政支援制度など予算スキーム、政策、
新制度などの動向把握と共有
標準規格を採用した地域医療システムを実現するにあたって、JAHIS標準・
技術文書の作成・改版および運用上の課題抽出

（３）介護保険、障害者総合支援法、後期高齢者医療制度、国民健康保険等
の法改正に関して、関係府省、地方自治体と連携を図りながら検討および
提言を推進
新型コロナウイルスのワクチン接種クーポン券の対応を実施

（４） JAHIS他部門の委員会等との連携による積極的な情報収集に基づく会員
への情報提供を実施

２０２２年度の取り組み
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ⓒ JAHIS 2023

対外活動状況（委員活動 1/3）
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組織・団体 活動内容（委員派遣）

デジタル庁 〇地方公共団体情報システム「共通機能等技
術要件検討会」

厚労省 〇保険者による健診・保健指導等に関する検
討会 実務担当者による特定健診・特定保
健指導に関するWG

〇第4期特定健診・特定保健指導の見直しに

関する検討会 システム改修に関するワー
キング・グループ作業班

医療データ活用
基盤整備機構

〇TC215/WG11「Personalized Digital 
Health」 国内作業部会
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対外活動状況（委員活動 2/3）
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組織・団体 活動内容（委員派遣）

三菱総合研究
所

〇「障害福祉サービスデータベースの構築に
関する工程管理等支援」検討委員会

有限責任監査
法人トーマツ

〇医療機関等における自治体検診等の情報
の閲覧・活用に向けたシステムの在り方に
関する有識者会議

独立行政法人
福祉医療機構

〇WAM NET事業推進専門委員会

NTTデータ経営
研究所

〇健診等情報利活用ワーキンググループ

民間利活用作業班

日本ＨＬ７協会 〇健康診断結果報告書規格検討会議



ⓒ JAHIS 2023

対外活動状況（委員活動 3/3）
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組織・団体 活動内容（委員派遣）

国民健康保険
中央会

〇障害者総合支援事務処理システム検討会

〇介護保険事務処理システム検討会

〇障害者総合支援法等審査事務研究会およ
びWG

〇広域連合標準システム研究会

〇国保情報集約システム・ 市町村事務処理
標準システム検討会

〇国保事業費納付金等算定標準システム検
討会
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４．２０２３年度の取り組み方針
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ⓒ JAHIS 2023

２０２３年度 保健福祉システム部会 取組み方針

19

(1)自身の保健医療情報を閲覧・活用できる仕組み（PHR）の実現に向けて、
引き続き厚生労働省・総務省・経済産業省、関係機関・団体と連携し、検討
会に委員を派遣する等の活動を推進することで、必要な標準化・システム化や
ルール作り等の観点で実現に向けた支援を行う。

(2)地域医療システムに関連した新たな財政支援制度など予算スキーム、政策、
行政動向および関連する標準規格などの動向について会員への迅速な共有を
行い、策定したJAHIS標準・技術文書を実際の現場での適用を通じて、実運
用で有効に機能する標準化技術へと成長させる。

(3)医療介護連携、介護事業所間連携のICT化、行政手続のオンライン化およ
び自治体システム等標準化等に向けて、関係府省、地方自治体と連携を図り、
情報システム分野の専門家として積極的に提言を行う。

(4)JAHIS他部門の委員会等との連携による積極的な情報収集に基づく会員へ
の情報提供、関係省庁・関係機関・学会への積極的提言を実施する。



健康で豊かな国民生活を保健医療福祉情報システムが支えます

ⓒ JAHIS 2022

引き続き保健福祉システム部会への
ご支援をよろしくお願い致します。
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